






では昭和 50 年（1975）の浄土宗開宗八百年を記念して出版された第三版が広く普及しているが , 初版は
明治 44 年（1911）, 法然上人七百年遠忌の記念として , 今から約百年前の明治 40 年（1907）に出版が
開始されたものである。その出版の経緯について『浄全』出版に従事した高野海音氏の「浄土宗全書の出




明治 39 年（1906）の春 , 近畿において法然上人七百年遠忌記念として , 浄土宗典出版の議が提唱され






には宗典刊行会の設立準備として , 宗典刊行会規定が制定された 3）。その規定の中で , 刊行会は会長 1 名 ,
事務員 2 名 , 評議員若干名を置くことなどが規定された。
会長には黒谷金戒光明寺秋浦定玄僧正が推され , 庶務には野上運外氏 , 編修員は松井達音氏 , 伊藤祐晃
氏が任命された 4）。10 月に浄土宗典刊行会設立趣意書が発起人 308 名より提出され 5）, 同月に秋浦会長
によって評議員 57 名が嘱託されている 6）。
また同月に刊行会の本部を黒谷金戒光明寺内に設け ,40 年 6 月に東京支部を浅草吉野町東光社内に設
置した。41 年 1 月には本部を京都より伝通院内に移し , 京都支部を上善寺に置いている 7）。
編輯所は最初浅草九品寺におかれ ,41 年６月に浄土宗宗務所に移転し , 翌年に光雲寺に移転している。
２　掲載典籍の調査と分類
高野海音氏は編集にあたった今岡（松井）達音氏について ,
編輯員今岡達音氏は全書刊行の準備として , 京阪神名古屋東京等各方面の蔵書寺院を歴訪し , 各文庫
一
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について親しく之を調査し , 次で刊行すべき宗典の取捨 , 各書冊の字数計算 , 全書目録の編成に努力
せられ 8）
と述べており , 仏教大学図書館に所蔵されている『宗典目録』を見ると , 石橋誡道氏はその見返しに ,




調査簿」として , 調査した寺院（文庫）名を記している。それによると , 京阪神では専門部文庫 , 法然院
文庫 , 嵯峨正定院文庫 , 神戸文庫 , 大阪八丁目天性寺文庫 , 大阪道頓堀竹林寺文庫 , 大阪一心寺文庫 , 鞍馬
口上善寺文庫 , 大雲院文庫 , 浄福寺文庫 , 寺町天性寺文庫 , 入信院文庫 , 清水坂西光寺文庫。東京では赤坂




, 立教開宗以後に分けた上で , 立教開宗以前を正依の典籍 , 傍依の典籍 , 史乗紀伝の３部 , 開宗以後を正統
典籍 , 異系典籍 , 史乗紀傳の 3 部に分類している。その後「浄土宗全書登載書目」10）では , 所依経論 , 震
旦祖釈 , 震旦餘師 , 選択立宗 , 宗要鈔記 , 伝戒疏釈 , 雑纂集録 , 史誌傳紀の 8 輯に分類している。最終的に『浄



























一本書を編纂するに方りて宗教大學及太田密道 , 竹川辨中 , 越智専明 , 神谷大周 , 松濤松巖 , 吉川澤誠































































追記　第三回刊行第九巻（一枚起請文 , 漢語燈録 , 和語燈録等）は既に製版三百餘頁に達し , 第四
回刊行第二巻（善導疏釋の類）も亦製版に着手せり , 今後續々刊行の豫定なり。
とある。第七巻の「附言」は編集方針に関することが記述されている。第八巻の「附言」では第七巻と第
八巻に収録された底本の種類と所蔵者が分かる。この中でも , 寂慧『決疑鈔見聞』, 持阿『選択決疑鈔見聞』
, 了慧『選択集大綱抄』, 良定『選択之伝』, 貞極『選択集九門玄談』, 証空『選択密要決』, 了慧『新扶選
択報恩集』, 高弁『摧邪輪荘厳記』が宗教大学の蔵書が底本となっている。宗教大学の後身である大正大
学図書館の所蔵本をみると , 現在では考えられないが , その本に朱や鉛筆で直接丁数や校正記号などが書
き込まれているものがあり 11）, この本を元に印刷所に送られ , 植字されたと推察することができる。この
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「出版経過概要」によれば , 明治 40 年 6 月 1 日に原稿を博文館（今の共同印刷）に送り , 同 20 日その
校正刷りが返却された。当初の予定ではすべて漢文には送り仮名を付けない編集方針であったが , 難読箇






枚に及べるものあり , 之により脱は補接し衍は削除し , 義に於て是は取り非なるものは去り , 若し甲
乙相違し三本同じからず 14）





編集に関して当初は漢文に送り仮名を付けない方針であったが , 読みやすさの便を考慮して , 重要典籍に
は送り仮名を付けるようになった。しかし校正作業の増加によって編集がずれこみ出版が遅延した。
『浄全』は大正 3 年（1914）に第二十巻が刊行され , 総計 297 部 ,16723 頁におよぶ叢書となった。他
宗派では『日蓮宗全書』が明治 43 年から大正 5 年 ,『西山全書』が大正 2 年 ,『真宗全書』が大正 2 年か
ら大正 5 年 ,『真宗大系』が大正 5 年から大正 14 年 ,『曹洞宗全書』が昭和 4 年から昭和 13 年 ,『真言
宗全書』が昭和 8 年から昭和 14 年 ,『天台宗全書』が昭和 10 年から昭和 12 年 ,『豊山全書』が昭和 12
年から昭和 14 年の刊行であるから ,『浄全』は他宗派に先駆けて刊行されたということができる。
その後 , 大正 4 年（1915）から昭和 3 年（1928）にかけて『続浄土宗全書』（『続浄』）全 19 巻が刊
行された。これは『浄全』に収録されなかった典籍を集めて刊行したものである。『続浄』にも「宗書保





明治 39 年 1906 4 月 教学院会議において「宗祖大師七百年御忌に付報恩方法」が協議される
8 月 宗祖七百年遠忌記念事業として宗典刊行会の設立準備がされる
10 月 浄土宗典刊行会設立趣意書が出される
明治 40 年 1907 6 月 京都黒谷宗典刊行会 , 東京支部を浅草吉野町東光社内に設置する
12 月 浄土宗全書巻七を創刊（同書刊記）







明治 42 年 1909 5 月 浄土宗全書巻四を刊行（同書刊記）
9 月 浄土宗全書巻十二を刊行（同書刊記）
11 月 浄土宗全書巻六を刊行（同書刊記）




明治 44 年 1911 3 月 浄土宗全書巻十四を刊行（同書刊記）
4 月 浄土宗全書巻一を刊行（同書刊記）
10 月 浄土宗全書巻十一を刊行（同書刊記）
大正 2 年 1913 4 月 浄土宗全書巻十七を刊行（同書刊記）
8 月 浄土宗全書巻十八を刊行（同書刊記）
11 月 浄土宗全書巻十九を刊行（同書刊記）
大正 3 年 1914 1 月 浄土宗全書巻二十を刊行（同書刊記）
註




２）『浄土教報』694（明治 39 年 5 月 7 日）
３）『浄土教報』712（明治 39 年 9 月 11 日）「出版経過概要」にも転載。




６）『浄土教報』719（明治 39 年 10 月 29 日）
７）『浄土教報』786（明治 41 年 2 月 10 日）
８）「浄土宗全書の出版経過概要」ｐ 5
９）『浄土教報』716（明治 39 年 10 月 8 日）
10）『浄土教報』758（明治 40 年 7 月 29 日）
11）　 
書　　名 請求番号
決疑鈔見聞 万治２年８月 , 山形屋七兵衛尉版 154 ／ 112 ／ 1
選択決疑鈔見聞 享保年間の木活字版 154 ／ 116 ／ 5
選択集大綱抄 慶安２年初夏 , 中村長兵衛版 154 ／ 150 ／ 3 
選択之伝 寛永２１年初春 , 杉田勘兵衛版 154 ／ 167 ／ 1
選択密要決 写本 154 ／ 92 ／ 1
新扶選択報恩集 宝暦１０年秋 , 植村藤右衛門・柳田三郎兵衛版 154 ／ 152 ／ 2
摧邪輪荘厳記 寛永３年の跋がある版本 154 ／ 221 ／ 1
12）『浄土教報』764（明治 40 年 8 月 26 日）
13）第八巻の附言（明治 41 年 4 月 20 日）
14）『浄土教報』786（明治 41 年 2 月 10 日）
七
